
平素より、ご高配を賜り深く御礼申し上げます。
新刊の『美意識のありか』を７月下旬に発売致します。
ぜひ、関連コーナーにてご展開いただきますようご案内申し上げます。

FAX: 092-726-9886

弦書房

書籍仕入れご担当者  様【　　　　／文化論・近現代史】ジャンル

A5判・220頁 ISBN 978-4-86329-174-4 C0021

定価  2000円+税 【7月下旬刊】樹下龍児

自然の風物が造り出す形・音・色・光と影
を細やかにとらえながら、歌・童話・布地
の模様などに描き出す。
この美意識の源を、近代教科書の文章と挿
絵に探り、どのように育まれ、受け継がれ
てきたのかを明快に語る画期的な一冊。

〈著者の横顔〉  ◆樹下龍児（きのした・りゅうじ）
1940 年、旧満州、奉天（現瀋陽）生まれ。1964 年、東京
都中央区人形町に、伝統文様デザイン工房「龍事務所」を
開設。「伝統芸術振興会」で、子どものための日本文様教
室を担当、現在継続中。著書に、『日本の文様その歴史』（ち
くま学芸文庫）『風雅の図像』（ちくま学芸文庫）『おもしろ
図像で楽しむ近代日本の小学教科書』（中央公論新社）など。

美意識のありか

日本人独自の感性はどこからくるのか

なぜ、鈴虫の声を美しい
と感じられるのか

◆貴重な挿絵80点を収録◆

〈一〉四季の移ろい
　　　挿絵が育てた四季の感性／人の一生／米と稲
　　　わらの文化／蝶・蜻蛉・虫の

〈二〉超越する存在
　　「小さ子」の物語／大樹のはなし／仰ぎ見る富士
　　   ・登る富士

〈三〉風雅のおしえ
　　　花を待つこころ／そろったことば／洋薔薇と
　　　文明開化／月に想いを／雪月花・こころ澄む
　　　かたち／小学唱歌と童謡

〈四〉生活の美
　　　生活に美を／日常の美とやすらぎ／子どもに
　　　教えた日本の模様／図案からデザインへ
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美意識のありか
定価  2000円+税 ISBN978-4-86329-174-4樹下龍児 著

松竹洸哉  著

大嶋 仁  著

【FAX: 092-726-9886】

柳宗悦 《無対辞の思想》

メタファー思考は科学の母 定価  1900円+税
ISBN 978-4-86329-157-7

定価  2400円+税
ISBN 978-4-86329-168-3
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《万葉のこころが育てた感性》

《万葉のこころが育てた感性》


